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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第53期

第３四半期
連結累計期間

第54期
第３四半期
連結累計期間

第53期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (千円) 2,202,953 2,385,465 2,880,851

経常利益 (千円) 68,702 241,177 82,540

四半期(当期)純利益 (千円) 64,753 266,002 60,525

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 56,895 297,451 103,622

純資産額 (千円) 1,248,375 1,594,411 1,295,589

総資産額 (千円) 4,430,136 4,736,356 4,350,056

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 14.87 61.10 13.90

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)純利益

(円) 14.81 60.62 13.84

自己資本比率 (％) 28.1 33.6 29.7
 

　

回次
第53期

第３四半期
連結会計期間

第54期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 23.54 53.83
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し
ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動

等又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

当社グループに関する財政状態及び経営成績の分析・検討内容は原則として四半期連結財務諸表に基づ

いて分析したものであります。なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在にお

いて当社グループが判断したものであります。

　
(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や金融緩和策などを背景とした円

安・株高の進行による企業収益の改善等により、設備投資や個人消費に一部持ち直しの動きが見られる

等、緩やかな回復基調で推移いたしました。しかしながら、依然として海外景気の下振れリスクが続い

ており、国内経済においても、物価の上昇や消費増税による個人消費に与える影響が懸念される等、先

行きの不透明な状況が続いております。

　このような状況のもと、当社グループにおきましては、顧客第一主義に徹し、積極的な営業活動を展

開した結果、売上高は23億8千5百万円(前年同期比8.3％増)となりました。利益面につきましては、売

上高の増加に加え、生産コストの削減、経費削減等の効果により、営業利益は2億2千万円(前年同期比

161.1％増)、経常利益は2億4千1百万円(前年同期比251.0％増)、四半期純利益は2億6千6百万円(前年同

期比310.8％増)となりました。

セグメントの状況は次のとおりであります。

　自動二輪車等部品事業につきましては、ベトナムの子会社YAMAZAKI TECHNICAL VIETNAM CO.,LTD.に

おける受注が増加し、売上高は8億5千4百万円(前年同期比54.2％増)、営業利益は7千5百万円(前年同期

は営業利益4百万円)となりました。

　工作機械事業につきましては、省力化機器、専用工作機械共に受注が増加し、売上高は18億7千5百万

円(前年同期比13.3％増)、営業利益1億8千2百万円(前年同期比149.6％増)となりました。
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(2) 財政状態の分析

(資産)

　総資産は、47億3千6百万円となり、前連結会計年度末と比較して3億8千6百万円の増加となりまし

た。

　流動資産は、24億2千9百万円となり、前連結会計年度末と比較して2千5百万円の増加となりました。

これは主に、電子記録債権等の増加によるものです。

　固定資産は、23億6百万円となり、前連結会計年度末と比較して3億6千万円の増加となりました。こ

れは主に、有形固定資産等の増加によるものです。

(負債)

　流動負債は、24億2千1百万円となり、前連結会計年度末と比較して1億2千5百万円の増加となりまし

た。これは主に、買掛金等の増加によるものです。

　固定負債は、7億2千万円となり、前連結会計年度末と比較して3千8百万円の減少となりました。これ

は主に、長期借入金の減少によるものです。

(純資産)

　純資産合計は、15億9千4百万円となり、前連結会計年度末と比較して2億9千8百万円の増加となりま

した。これは主に、利益剰余金等の増加によるものです。

　自己資本比率は、前連結会計年度末の29.7％から33.6％となりました。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は2千万円であります。

　

(5) 生産、受注及び販売の実績

当第３四半期連結累計期間において、自動二輪車等部品事業における生産、受注及び販売の実績が著

しく増加いたしました。

これは、ベトナムの子会社YAMAZAKI TECHNICAL VIETNAM CO.,LTD.の受注の増加によるものでありま

す。

　

(6) 主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、新たに確定した重要な設備の新設計画は次のとおりでありま

す。

会社名
事業所名
(所在地)

セグメント
の名称

設備の
内容

投資予定金額
資金調達
方法

着手及び
完了予定年月

総額
(百万円)

既支払額
(百万円)

着手 完了

YAMAZAKI
TECHNICAL
VIETNAM
CO.,LTD.

本社工場
(ベトナム社
会主義共和
国ハノイ市)

自動二輪車
等部品事業

バルブ製造
設備

403 358
自己資金
及び借入金

平成25年　
５月

平成26年　
２月

 

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 15,703,000

計 15,703,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,495,000 4,495,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株でありま
す。

計 4,495,000 4,495,000 ― ―
 

(注)　提出日現在発行数には、平成26年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年10月１日～
平成25年12月31日

― 4,495,000 ― 958,400 ― 240,000
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年９月30日)に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式
141,700

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

4,353,100
43,531 ―

単元未満株式
普通株式

200
― ―

発行済株式総数 4,495,000 ― ―

総株主の議決権 ― 43,531 ―
 

(注)　「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の名義書換失念株式が2,000株(議決権20個)含ま

れております。

　

② 【自己株式等】

平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ヤマザキ

浜松市東区有玉北町489-23 141,700 ― 141,700 3.15

計 ― 141,700 ― 141,700 3.15
 

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年10月１

日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、アーク監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,100,658 1,168,002

受取手形及び売掛金 892,113 624,974

電子記録債権 － 339,673

製品 58,231 43,191

仕掛品 235,404 168,089

原材料及び貯蔵品 82,047 68,615

その他 35,274 17,117

流動資産合計 2,403,729 2,429,663

固定資産

有形固定資産

機械装置及び運搬具（純額） 289,071 522,746

土地 786,595 786,595

その他（純額） 213,167 337,085

有形固定資産合計 1,288,834 1,646,427

無形固定資産 15,819 16,161

投資その他の資産

その他 665,586 667,742

貸倒引当金 △23,913 △23,637

投資その他の資産合計 641,673 644,104

固定資産合計 1,946,327 2,306,693

資産合計 4,350,056 4,736,356

負債の部

流動負債

買掛金 116,421 246,118

短期借入金 1,997,665 1,987,301

未払法人税等 4,991 55,254

賞与引当金 42,565 17,335

受注損失引当金 16,293 －

その他 117,754 115,428

流動負債合計 2,295,692 2,421,438

固定負債

長期借入金 408,916 376,216

退職給付引当金 281,430 284,128

その他 68,427 60,162

固定負債合計 758,774 720,506

負債合計 3,054,467 3,141,945
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 958,400 958,400

資本剰余金 828,006 828,006

利益剰余金 △324,348 △58,345

自己株式 △85,038 △85,038

株主資本合計 1,377,019 1,643,021

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 35,900 50,990

為替換算調整勘定 △119,464 △103,105

その他の包括利益累計額合計 △83,564 △52,115

新株予約権 2,134 3,504

純資産合計 1,295,589 1,594,411

負債純資産合計 4,350,056 4,736,356
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 2,202,953 2,385,465

売上原価 1,746,316 1,773,448

売上総利益 456,637 612,016

販売費及び一般管理費

役員報酬 81,808 84,949

給料及び手当 106,645 115,793

賞与引当金繰入額 3,482 3,797

退職給付費用 2,599 2,791

その他 177,744 184,456

販売費及び一般管理費合計 372,281 391,789

営業利益 84,356 220,227

営業外収益

受取利息 2,523 5,326

受取配当金 2,232 2,150

為替差益 － 35,531

貸倒引当金戻入額 14,361 275

その他 5,302 9,586

営業外収益合計 24,420 52,870

営業外費用

支払利息 31,518 27,832

為替差損 2,979 －

その他 5,575 4,088

営業外費用合計 40,074 31,920

経常利益 68,702 241,177

特別利益

固定資産売却益 1,571 63,593

特別利益合計 1,571 63,593

特別損失

固定資産除却損 10 162

特別損失合計 10 162

税金等調整前四半期純利益 70,262 304,608

法人税、住民税及び事業税 4,152 54,370

法人税等調整額 1,357 △15,764

法人税等合計 5,509 38,605

少数株主損益調整前四半期純利益 64,753 266,002

四半期純利益 64,753 266,002
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 64,753 266,002

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,491 15,090

為替換算調整勘定 △4,366 16,358

その他の包括利益合計 △7,858 31,449

四半期包括利益 56,895 297,451

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 56,895 297,451

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

　１　受取手形割引高

　

 
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

受取手形割引高 196,183千円 163,452千円
 

　

 ２　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

 
前連結会計年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成25年12月31日)

割引手形 20,730千円 6,227千円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりで

あります。
　

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 65,691千円 76,113千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．配当金支払額

　　　該当事項はありません。

　

２．基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．配当金支払額

　　　該当事項はありません。

　

２．基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額(注)２自動二輪車等

部品事業
工作機械事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 554,485 1,648,468 2,202,953 ― 2,202,953

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― 6,835 6,835 △6,835 ―

計 554,485 1,655,303 2,209,789 △6,835 2,202,953

セグメント利益 4,740 72,925 77,666 6,690 84,356
 

(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額(注)２自動二輪車等

部品事業
工作機械事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 854,897 1,530,567 2,385,465 ― 2,385,465

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― 345,371 345,371 △345,371 ―

計 854,897 1,875,938 2,730,836 △345,371 2,385,465

セグメント利益 75,505 182,030 257,535 △37,307 220,227
 

(注) １ セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上

の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益 14円87銭 61円10銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益(千円) 64,753 266,002

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 64,753 266,002

普通株式の期中平均株式数(千株) 4,353 4,353

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 14円81銭 60円62銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益調整額(千円) ― ―

普通株式増加数(千株) 19 34

(うち新株予約権)(千株) (19) (34)

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

平成24年８月３日取締役会
決議により発行したストッ
ク・オプション
(株式の数　100千株)

平成25年８月５日取締役会
決議により発行したストッ
ク・オプション
(株式の数　99千株)

 

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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アーク監査法人

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　三　　浦　　昭　　彦　　印

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　吉　　村　　淳　　一　　印

指定社員
業務執行社員

 公認会計士　　藤　　本　　幸　　宏　　印

独立監査人の四半期レビュー報告書
　
　

平成26年２月13日
株式会社ヤマザキ
取締役会  御中

　

 

　

 

 

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社

ヤマザキの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成25年10月

１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日まで)に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半

期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施さ

れる質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般

に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続であ

る。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヤマザキ及び連結子会社の平成25年12月31

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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